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スティーブ・ジョブス 感動のスピーチ全文 （於：スタンフォード大学卒業式） 

   福田利雄（会員 NO.11）  

メメント・モリという言葉に出会い、アップル創業者の故スティーブ・ジョブズがアメリカのスタンフォード大学での卒業式で

行った感動的なスピーチを知った。 そのスピーチの内容を読むと自分の今後の生き方に対して考えさせられる事が多く

あり、今を楽しく生きる大切さを知った。 

参考：全文下記ブログより引用 
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You've got to find what you love,' Jobs says 

好きなことを見つけなさいとジョブスは言う。 

This is a prepared text of the Commencement address delivered by Steve Jobs, CEO of Apple Computer and of 

Pixar Animation Studios, on June 12, 2005. 

すでに有名なスピーチで多くの人が翻訳していますが、自分なりに訳してみました。   

彼はインドにわたり仏教にも触れており、最後の死についての考え方は多分にその影響を

受けていると考えられます。また、最初に述べられた生い立ちも彼が若い頃から深く思索

する人にしたような気がします。彼のスピーチが感動的なのは、決して技術的なものでは

なく、真実を求める姿がそこにあるからだと思う。むしろ、映像を見ると緊張して、彼にして

は訥々としたスピーチの印象です。それだけに胸を打ちます。本物は、どのように話しても

心を打つということでしょうか。（by: goo blog） 

 

私は今日ここに、世界で最も優秀な大学の一つである大学の卒業式に、あなた達と共にあることを光栄に思います。   

私は大学を卒業していません。 実を言うと、これが私が卒業式に最も近くで参加した最初の経験です。           

今日私は、私の人生から得た三つの話をしたいと思います。 そんなに大した話ではありません。 たった 3 つの話です。 

最初の話は点を繋いでいくという話です。 

私はリード大学を 6 か月でドロップアウトしました、 しかし大学を実際に辞めるまで一年半ほど遊びの学生としてブラブラ居

残っていました。 じゃ、なぜ辞めたのか？ 

それは私が産まれる前に遡ります。 私の実の母は未婚の大学卒業生でした、そして彼女は私を養子に出そうと決心しまし

た。 彼女は、私は大学卒の人のところに養子に行くべきだと強く思っていました。だから弁護士とその妻によって、生まれた

ときに養子になるべく全てが決まっていました。 ただ、私が産まれると、最後の段になって、彼らは女の子を望んでいたと言

いました。 そこで、最後の最後で、ウエイティングリストの私の両親に夜中に電話が入ったのです。 そして尋ねられました

「私たちに望まない男の子が出来ました。欲しいですか？」と、彼らは答えました「もちろんです」と、しかし、私の産みの母親

は後に、私の母が大学を出ていないことを知りました。父親は高校すら卒業していませんでした。 母は最後の養子の書類

の署名をこばみましたが。数か月後に私の両親が私を大学に入れると約束したとき養子に応じました。            

これが私の人生の始まりでした。 

そして 17 年後に私は大学に入学しました。しかし、何も知らない私は、スタンフォードと同じくらい学費がかかる大学を選ん

でしまいました。私の労働者階級の両親の貯えの全ては私の大学の学費に消えました。半年後、私は大学に意義を見出せ
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なくなりました。私は人生でなにがしたいか思い浮かばなかったし、大学がそれを明らかにしてくれるとは思えませんでした。 

それなのに私は、両親がその人生で稼いだ金をただ消費しているのです。 そこで私は大学を中退することにしました。  

すべてこれでうまく行くと信じて。そのときはとても怖かったですが、振り返ってみると、それまでで一番良い決断でした。 

退学してすぐに興味のない必須の授業をとるのをやめ、おもしろそうな授業を覗き始めました。世の中はそんなに甘くはあり

ませんでした。 私は寄宿舎に部屋が無かったので、友人の部屋の床で寝泊まりしました。コーラの瓶の回収で 5 セント稼

いで食費の足しにしたり、日曜日の夜には 7 マイル離れたハーレクリシュナの寺院で振舞われる美味しい食事を食べに行

きました。とても美味しかった。 そして、私が自分の好奇心と直感でたまたま出会った多くのものが後々貴重なものとなりま

した。 その一例をお話ししましょう。 

リード大学は、おそらく国内最高のカリグラフィ（書道）の指導をしていました。 キャンパスの至るところにあるポスターや引き

出しのラベルは美しい手書きで書かれていました。 私は退学しており、通常の授業は受ける必要はないので、このカリグラ

フィの授業をとり、それを学びました。 私はセリフ書体やサンセリフ書体を学びました、異なった文字の組合せの文字間の

隙間の変化や、どうすれば素晴らしいタイポグラフィが、そんなに素晴らしくなるのかも・・。それはとても美しく、歴史を帯び、

芸術的に繊細で科学で説明できない部分があり、私はそれに魅せられました。 

このどれも、私の人生において何の実利性の望みさえありませんでした。しかし、10 年後最初のマッキントッシュコンピュー

タを設計するときに、それが全部私にアイデアとして蘇ってきたのです。そして我々は、それをマックに生かしました。美しい

文字の最初のコンピュータです。もし、私が大学のその一つのコースを覗かなかったら、マックは決して複数の文字のタイプ

或いはバランスのとれたフォントを備えていなかったでしょう。 ウィンドウズはマックをすぐにコピーして真似ただけですから、 

そういうものを備えているＰＣは生まれなかったでしょう。 もし、私が退学しなかったら、私はこのカリグラフィの授業を覗かな

かったでしょう。そしてＰＣは今のような美しい文字では無かったかも知れません。 もちろん、当時私が大学にいるとき、この

“もしもの点”を未来に繋いでいくことは不可能でした。しかし、その繋がりは、とても、とてもハッキリしているのです、10 年後

に振り返ってみると・・。 

繰り返します、あなた方は、これからの点を将来に繋いでいくことはできません。あなた方は振り返って、それらを繋ぐだけで

す。 ですから、あなた方は、現在の点が、とにかくあなた方の未来に繋がるということを信じるのです。あなた方は、何かを

信じなければなりません。・・自分のガッツ、運命、人生、カルマ、何でもいいでしょう。 その点が繋がり道となると信じること

が、あなた方が自分の心に自信を与えます。 たとえそれが常識的な道から外れるとしても。 それが全てを変えるでしょう。 

次は愛と喪失についての話です。 My second story is about love and loss.  

私は人生の早い時期に何がしたいかを見出して、とても幸運でした。 ウォズと私は、私の実家のガレージでアップルを立

ち上げました。私が 20 歳のときです。 私たちは懸命に働きました、そして 10 年でアップルはガレージのたった二人の会社

から、4000 人を超える従業員を擁する 20 億ドルの会社に成長したのです。 私たちは、その前年に、マッキントッシュという

最高の商品をリリースしたのです、そして私は 30 歳代になりました。その時に私は会社を首になったのです。自分が始めた

会社をどうして首にならなくてはならないのか？ 会社が成長するにつれて、私たちは、私と共に会社を経営してくれる非常

に有能だと思える人を雇いました。そして、最初の一年かそこらは、事はうまく運びました。しかし、私たちの将来のビジョンに

ズレが生じてきたのです、そして遂に仲違いをしてしまいました。 この喧嘩で役員会は相手方につきました。 それで、私は

30 歳で追い出されてしまったのです。それもとても公の辞職です。 私の大人としての人生の核心部分が無くなってしまった

のです。悲惨でした。 

私は 2～3 か月は何も手につきませんでした。私は、私たちの前の世代の起業家達をがっかりさせたと感じました。ちょうど、
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手渡されたバトンを落としてしまったような感じです。 私はデイビッド・パッカーやボブ・ノイスに会い、酷い結末になったこと

を詫びようとしました。 私は敗者として知れわたっており、シリコンバレーから逃げようとも思いました。しかし、何かがゆっくり

と私に見えてきたのです。 ・・私は私がやってきたことをまだ愛していたのです。アップルでの出来事は、この私の考えを少

しも変えていませんでした。私は拒絶されていましたが、私はまだ愛していたのです。だから私はやり直すことを決心したの

です。 

当時は分りませんでしたが、アップルを首になったことは、私にとって最も良い出来事だったのです。 成功しているという気

重さが、全ては不確かという、ビギナーの気楽さに再びなりました。 そのことが私を解放し、その後の私の人生を、再び最も

クリエイティブな時期の一つにしたのです。 

それから５年間のあいだ、私はネクストという会社と、ピクサーという別の会社を立ち上げました。 そして将来私の妻となる素

晴らしい女性と恋に落ちたのです。 ピクサーは世界で初のコンピュータアニメの映画、トイストーリーを創り続け、それが今

や最も世界で成功したアニメスタジオになりました。 大きな事態の展開があり、アップルがネクストを買収し、私はアップル

に戻ったのです、私達がネクストで開発した技術はアップルの現在の復活の心臓部となりました。 そしてローレンと私は素

晴らしい家庭を一緒に築いたのです。 

私が極めて確かなのは、このどれもが、私がアップルを首になっていなかったら起きていなかったということです。それは酷く

苦い薬でしたが、患者である私には必要だったのだと思います。 時には人生はあなたの頭をブロックで殴ることもあります

が、決して信念を失わないでください。 私を前進させ続けた唯一のものは、自分がやってきたことが好きだったからと確信

しています。だから好きなことを見つけてください。そして、恋人に対してだけでなく、それはあなたの仕事についても真実な

のです。あなたの仕事はあなたの人生の大きな部分を占めるでしょう。 偉大な仕事をする唯一の道は、あなたがすること

を好きになることです。もし、まだ見つけていないなら、探し続けるのです。腰を落ち着けてしまわないでください。 あらゆる

心の問題と同じように、それは見つけると、すぐに判ります。そして、どんな大恋愛も同じですが、それは年を重ねるごとに豊

かになってきます。だから、好きなものを見つけるまで探し続けてください。止まらないことです。 

三番目は死についての話です。 My third story is about death.   

私が 17 歳のとき、私は次のような句を読みました。 「もし、あなたが毎日を人生最後の日のように生きるなら、いつか

まさしく、その通りになる。」 それはとても私の印象に残りました、それ以来 33 年間、私は毎朝鏡をのぞき込み、自分

に問いかけました。 「もし今日が人生最後の日だったら、私は今日しようとしていることをしたいと思うだろうか？」 と、 

そして、答えがＮＯの日が、何日も続くようなら、私は何かを変える必要があります。 

自分はいずれ死ぬのだと考えることは、私が人生において大きな選択をするときに、自分を助けてくれる、今までに出会っ

た最高のツールです。 なぜなら殆ど全てのこと・・・・即ち全ての外部の期待、全てのプライド、恥じをかくことや失敗への全

ての恐れなど・・・これらの事は死を前にすれば、なんでもなくなり、本当に重要な事だけが残るからです。 自分はいずれ死

ぬのだと思うことは、あなたが失う何かを持っているという思考の罠を避ける最高の方法です。あなたは既に裸であり、自分

の心に従わない理由はないのです。 

一年ほど前、私は癌と診断されました。朝の 7 時半にスキャンを受けたら、くっきりと膵臓の上に腫瘍が見えました。私はそ

れまで膵臓が何かも知りませんでした。 医者は、ほぼ間違いなく、その癌が治らないタイプのものだと言いました。 そして

3 か月～6 か月の命だと言われました。 医者はすぐに家に帰り身辺整理をするようにアドバイスしました、それは暗に死ぬ

準備をしなさいという、医者独特の言い回しです。 それは子供たちに、これから 10 年間かけて言おうと考えていることを、 

2～3 か月の内に話しておきなさいということです。それは全てをきちんとし終えておけば、家族に出来るだけ負担が減るだ
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ろうということです。 それは 「さよなら」 を家族に言うことです。 

私はその診断書を一日中眺めていました。 その夜、私は生検を受け、そこで彼らは内視鏡を喉から入れ、胃を通して、 

腸から針を私の膵臓に差し込み、その腫瘍から細胞を少し取り出しました。私は麻酔で鎮静状態でしたが、妻が傍にいて、

医者達が顕微鏡で細胞を覗いたとき泣き始めたと、私に言いました。なぜならその珍しいタイプの膵臓癌は手術で治せると

判明したからです。 私は手術を受け、今こうして元気です。 

これは私が死と最も間近に向き合った経験です、そして、これから数十年はこれ以上近づきたくないと思っています。     

こういう経験を生き抜いてきて、私は死を考えることが有益だと頭だけで考えて言っていたときよりも、少しだけより確信を  

もって、あなた方に言うことが出来るのです。 

誰も死にたい人はいません。 天国に行きたい人も死を望んではいません。 それでも、死は皆が向かう終着駅です。   

死を免れた人はいません。そして、それはそうあるべきなのです、なぜなら死は生き物の唯一最高の革新だからです。   

それは生き物を循環させるものです。死によって古いものが新しいものに道を譲るのです。今、新しいのはあなたたちです。  

しかし、いつか遠からず、あなた達も次第に古くなり、とって代わられるでしょう。                            

すこし過激な言い方で申し訳ありませんが、それは事実なのです。 

あなたたちの時間は限られているのです、他人の人生を生きて、時間を無駄にしないでください。他人の考えた結果に振り

回されて、ドグマの罠に陥らないでください。他人の意見の雑音に、自分の内なる声の邪魔をさせないことです。 そして、

最も大事なのは、自分の心と直感に従う勇気を持つことです。 あなたの心と直感は既にあなたが真に何になりたいかを、 

とにかく、とっくに知っています。 それ以外のことは重要ではありません。 

私が若かったころ「ザ・ホール・アース・カタログ」という凄い本がありました。それは私達世代では一種のバイブルでした。 

それはスチュワート・ブランドという男が作ったもので、彼はここからさほど遠くないメンロー・パークの出身です。彼は詩的な

表現でカタログに命を吹き込みました。 これは 1960 年代の末期で、まだパソコンやデスクトップ出版の出現前ですから、 

それは全てタイプライターとはさみとポラロイドカメラで作られていました。 それはグーグルのペーパーバック版のようなもの

です、グーグル出現の 35 年も前のことです。それは理想的で、気の利いたツールや凄いアイデアが詰まっていました。 

スチュワートと彼の仲間は「ザ・ホールアースカタログ」を数版、版を重ねましたが、ネタがつきて、最終版を出しました。それ

は 1970 年代の中ごろだったので、私があなた、丁度あなた達の年齢のころです。 その最終版の裏表紙に早朝の田舎道

の写真がありました、冒険心のある人ならヒッチハイクで出会えそうな風景です。その写真の下に言葉が書いてありました。

「常にハングリーであれ、常に愚か者であれ」 それは彼らが最後に残したメッセージです。 常にハングリーであれ、常に愚

か者であれ。 私は常に私自身そうありたいと願ってきました。 そして今、卒業され、再びあたらしい一歩を踏み出す皆さん

に、そのことを、お伝えしたいと思います。 

Stay Hungry. Stay Foolish. 

常にハングリーであれ、常に愚か者であれ 

Thank you all very much. 

有難うございました。 

 




